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化学工学会エネルギー部会

「骨太のエネルギーロードマップ」製作プロジェクト
第3回骨太ワークショップのご案内
日時：　平成16年12月3日（金）～4日（土）　
12/3　13：30～17：30、12/4　9：30～17：00
会場：　東京農工大学　田町オフィス　キャンパス・イノベーションセンター　907号室 
（JR山手線　田町駅　東口、徒歩1分、Phone: 03-5440-9091）
化学工学会エネルギー部会の「骨太のエネルギーロードマップ」製作プロジェクトにご協力を頂きありがとうございます。本プロジェクトは化学工学を軸としたエネルギー技術開発の将来へむけての道のりを示すものです。5月、7月に続いて第3回骨太ワークショップを開催いたします。皆様のご参加をお待ちいたしております。
執筆者による各ロードマップの説明、その後全体のロードマップ作りについて話し合いを行い。結果をもとに本プロジェクトからの提言を検討する予定です。

ご参加できる方は11/24(水)までにご連絡願います。なお本研究会の最新情報はWebサイト　（http://www.nr.titech.ac.jp/energy21/）　にて確認を、またお問合せは（energy21@nr.titech.ac.jp）にお願い致します。

化学工学会エネルギー部会代表　亀山秀雄

骨太のエネルギーロードマップ製作プロジェクト代表　加藤之貴
●　プログラム予定

12月3日　金曜日

13：30

集合：　キャンパス・イノベーションセンター　907号室

13：40～14：00
ワークショップ主旨説明、加藤之貴


14：00～17：30　各執筆者のロードマップの説明と意見交換　その1

18：00～


懇親会（自己負担）
12月4日　土曜日

9：30

集合

9：30～10：30
各執筆者のロードマップの説明と意見交換　その2


10：30～12：00
全体ロードマップ討論　全体マップ構成の検討

12：00～13：30

昼食


13：30～
17：00　
全体ロードマップ討論　骨太提言の検討

17：00　


ワークショップ終了
· ワークショップの目的：　全体のロードマップの作成とそのマップにねざした骨太提言を検討いたします。前半で執筆者各位のロードマップ案をご紹介頂き、それをもとに後半で提言を検討します。
· 参加される執筆者へのお願い：　参加される執筆者の方には、各人が作られたロードマップの内容を説明いただきます。主催側がロードマップ図のみを参加者に配布します、またノートPCとプロジェクターを準備します。それ以外の資料はWindows-PowerPointスライドファイルとして準備頂き、当日USBメモリーを持参願います。説明発表は一人10分以内でお願いいたします。事前にデータを送付する場合は小倉裕直（千葉大）hiro_ogura@faculty.chiba-u.jpあてにお願いします。
· 参加資格：　骨太のエネルギーロードマップ執筆者および化学工学会エネルギー部会員
●　資料と情報について：　全ての発表資料と得られた情報はConfidentialとし非公開といたします。遵守できるかたのみ参加を許可します。
●　参加費、定員：　参加費無料、定員は執筆者を最優先いたします
●　集合場所まで：　別紙地図を参照願います。
· 参加申し込み
研究会参加ご希望の方は下記要件を電子メールにてお申込願います。電子メール送付先：小倉裕直（千葉大）　hiro_ogura@faculty.chiba-u.jp (注意：アンダーバー“_”にご注意願います)整理のためメールの”件名欄“には「骨太プロジェクト」と記入し、本文に下記を記入願います。

★メール記入要件★　ご氏名、ご所属、電話、Fax、E-mail、資格：執筆者・会員・賛助会員・学生

★締切★　11月24日（水）

会場案内図

集合場所: 東京農工大学　田町オフィス　キャンパス・イノベーションセンター　609号室

（Phone: 03-5440-9091, JR山手線　田町駅　東口、徒歩1分）
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化学工学会エネルギー部会

「骨太のエネルギーロードマップ」製作プロジェクト企画案
加藤之貴

化学工学会エネルギー部会ロードマップ製作プロジェクト代表

熱利用分科会代表、東京工業大学　原子炉工学研究所

yukitaka@nr.titech.ac.jp
0.　骨太のエネルギーロードマップとは？

· エネルギー技術開発に関する化学工学を軸とした強度と靭性を備えた提案。ひいては技術開発の夢と希望の提案。

1. 本プロジェクトの目標
· 理想のエネルギー利用社会の提示
· エネルギー技術目標の提示

· 日本独自のエネルギー技術ポリシーの提示

· 研究開発者と一般市民への夢と希望の提示
· 平成16年12月を目処にエネルギーロードマップを出版
2. マップの出口イメージ

· 現状分析

· 5年先に欲しい技術の提案

· 対応技術の可能性の検討

3. マップの構成

· 総論

· 技術各論

· 現状のマップ

· 技術開発の夢と希望のマップ
· 技術開発方向のマップ

4. マップ制作方法

· 5年先に鍵となる課題の抽出
· ブレークスルーすべき技術目標の提示

· 対応技術の可能性の検討

· 実システムに対する優位性の提示
5. マップ素案

「ロードマップ構成イメージ」のFig.1にマップ構成の基本手法を示す。性能基準、市場基準を基準に5年後の目標と将来像を描く。新たな評価・価値基準での検討も行う。ゴール実現にいたるまでの道筋を示す。図中のボックス内を埋める作業がプロジェクト作業にあたる。ボックス内の内容のブラッシュアップがワークショップの主目的。マップ構成が整い次第、執筆作業を進める。

6. ワークショップと知的所有権について
第1回を平成16年5月14～15日、つくばクリエイションセンター（つくば市）にて予定。第2回を7月に予定。ワークショップは非公開とし、発表する方のみが参加可能とします。配布ドキュメントは記名制とし非公開資料としてプロジェクト事務局で保存し、著者の知的財産権の保護努力をします。

7. プロジェクト参加、大歓迎！！

エネルギー技術の広汎な開発ベクトルを探るプロジェクトです。多くの方のプロジェクトへの参加を歓迎します。ご連絡は加藤之貴、yukitaka@nr.titech.ac.jp、Phone 03-5734-2967, URL: http://www.nr.titech.ac.jp/energy21/ まで。
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ロードマップの構成イメージ
Fig.1　ロードマップの構成の基本概念：　

ある要素技術・利用対象項目についてのロードマップ作成プロセスの提案例
Fig.1中の用語の定義　著者の感性を最優先しますが、あえて例を挙げれば下記となります。
· 要素技術：　例えばエネルギー資源利用、エネルギー変換・貯蔵・輸送技術、廃棄物処理、燃料電池、マイクロリアクター、ナノ技術などさらに細目でも良い。

· 利用対象：　例えば水素社会、家庭・ビル・地域などのエネルギーシステム、クリーンエネルギー、大型モバイル（自動車）、小型モバイル（PC）など

· 現状：　現在の技術レベル、80～90％の精度で。データベース・文献を引用

· 5年後の目標：　5年後に望まれる性能。欲しい性能。60点主義で。

· 理想の目標：　固定した希望目標。性能、市場性などに関しての長期のポジティブな希望目標。

· ブレークスルー課題の抽出：　目標の実現に必要な課題

· 解決目標・方法の提示：　ブレークスルー課題への対処方法、欲しい技術の提示（60点主義で）

· 期待できる夢と希望：　その項目の高度化によってもたらされるメリット。共通ゴールにつながって良い。

· 共通ゴール・あるべき姿：　理想的なエネルギー利用社会となるための共通な大目標、コストのみならず、環境持続性、安心、安全など。また、ロードマップから導き出されるであろう、必然的に望まれる社会のあり方。
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